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「第一級陸上無線技術士試験 やさしく学ぶ 無線工学の基礎（改訂 2 版）」第 1 刷用正誤表 

978-4-274-22093-7 
頁 行 誤 正 

12 解説↓ 
8～9 

⋯𝑆𝑆𝑟𝑟＝4𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟2〔m2〕，体積𝑉𝑉𝑟𝑟＝4𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟3/3〔m3〕， 
⋯𝑆𝑆𝑎𝑎＝4𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑎𝑎2〔m2〕，体積𝑉𝑉𝑎𝑎＝4𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑎𝑎3/3〔m3〕⋯ 

⋯𝑆𝑆𝑟𝑟＝4𝜋𝜋𝑟𝑟2〔m2〕，体積𝑉𝑉𝑟𝑟＝4𝜋𝜋𝑟𝑟3/3〔m3〕， 
⋯𝑆𝑆𝑎𝑎＝4𝜋𝜋𝑎𝑎2〔m2〕，体積𝑉𝑉𝑎𝑎＝4𝜋𝜋𝑎𝑎3/3〔m3〕⋯ 

15 ↑3 

…，r〔m〕離れた点に生じる電位 V 〔V〕は一つの電荷

による電位の 2 倍となるので 

 𝑉𝑉 = 2 ×
𝑄𝑄

4𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟
＝

𝑄𝑄
2𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟

 〔V〕 

 

…，r〔m〕離れた点 d に生じる電位 Vd 〔V〕は一つの電

荷による電位の 2 倍となるので 

 𝑉𝑉𝑑𝑑 = 2 ×
𝑄𝑄

4𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟
＝

𝑄𝑄
2𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟

 〔V〕 

二つの点電荷 Q〔C〕によって点 c に生じる電位 Vc

〔V〕は，次式で表されます． 

 𝑉𝑉𝑐𝑐 = 2 ×
𝑄𝑄

4𝜋𝜋𝜀𝜀0
𝑟𝑟
2
＝

𝑄𝑄
𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟

 〔V〕 

点 c と点 d との電位差 Vcd〔V〕は次式によって求め

ることができます． 

𝑉𝑉𝑐𝑐𝑑𝑑＝𝑉𝑉𝑐𝑐 − 𝑉𝑉𝑑𝑑 =
𝑄𝑄

𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟
 −

𝑄𝑄
2𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟

＝
𝑄𝑄

2𝜋𝜋𝜀𝜀0𝑟𝑟
〔V〕 

27 ↓1 次の記述は，図 1.27 に示すように，… 次の記述は，図 1.29 に示すように，… 

33 解説↓ 
8 𝐹𝐹0＝2𝐹𝐹 sin

𝜋𝜋
6
＝⋯ 𝐹𝐹0＝2𝐹𝐹 cos

𝜋𝜋
6
＝⋯ 

43 問題 16
↓5 …，端子 ab 間の合成インダクタンス Lac は，… …，端子 ac 間の合成インダクタンス Lac は，… 

44 式(1.89) 𝑁𝑁＝
𝑁𝑁𝑁𝑁
𝑙𝑙

 𝐻𝐻＝
𝑁𝑁𝑁𝑁
𝑙𝑙

 

83 ↑3～4 

𝑑𝑑
𝑑𝑑𝜃𝜃

＝ sin𝑛𝑛 𝜃𝜃 = 𝑛𝑛 cos𝜃𝜃 
𝑑𝑑
𝑑𝑑𝜃𝜃

＝ cos𝑛𝑛 𝜃𝜃 = −𝑛𝑛sin𝑛𝑛𝜃𝜃 

𝑑𝑑
𝑑𝑑𝜃𝜃

sin𝑛𝑛 𝜃𝜃 = 𝑛𝑛 cos𝑛𝑛𝜃𝜃 
𝑑𝑑
𝑑𝑑𝜃𝜃

cos𝑛𝑛 𝜃𝜃 = −𝑛𝑛sin𝑛𝑛𝜃𝜃 

116 ↑2 ⋯𝑖𝑖 =
𝑉𝑉
𝑅𝑅
�1 + 𝑒𝑒

𝑡𝑡
√𝐶𝐶𝐶𝐶 − 𝑒𝑒

𝑡𝑡
√𝐶𝐶𝐶𝐶�＝

𝑉𝑉
𝑅𝑅

 〔A〕 ⋯𝑖𝑖 =
𝑉𝑉
𝑅𝑅
�1 + 𝑒𝑒

− 𝑡𝑡
√𝐶𝐶𝐶𝐶 − 𝑒𝑒

− 𝑡𝑡
√𝐶𝐶𝐶𝐶�＝

𝑉𝑉
𝑅𝑅

 〔A〕 

120 ↓7 𝑣𝑣𝑛𝑛＝𝜇𝜇𝑛𝑛𝐸𝐸＝
𝜇𝜇𝑉𝑉
𝑙𝑙
〔m/s〕 𝑣𝑣𝑛𝑛＝𝜇𝜇𝑛𝑛𝐸𝐸＝

𝜇𝜇𝑛𝑛𝑉𝑉
𝑙𝑙
〔m/s〕 

129 問題 4 
右の図 

 
   ■図 3.11 

 
   ■図 3.12 

133 問題 9 5 静電  正（＋）  RH IB/t 5 静電  正（＋）  RH IB/t 

165 図 4.9 

  

185 問題 11 
Point �̇�𝐴＝ −

�̇�𝑍1
�̇�𝑍2

 �̇�𝐴＝ −
�̇�𝑍2
�̇�𝑍1

 

189 ↑1 �̇�𝑍𝑝𝑝＝

𝑅𝑅
𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑅𝑅
1
𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 + 𝑅𝑅

＝
𝑅𝑅

1 + 𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑅𝑅
 〔Ω〕 �̇�𝑍𝑝𝑝＝

𝑅𝑅
𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗

1
𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 + 𝑅𝑅

＝
𝑅𝑅

1 + 𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑅𝑅
 〔Ω〕 

195 ↓10 𝑣𝑣𝑜𝑜＝𝑣𝑣𝑖𝑖 + 𝑣𝑣𝐶𝐶＝𝑣𝑣𝑖𝑖 − 2〔V〕 𝑣𝑣𝑜𝑜＝𝑣𝑣𝑖𝑖 − 𝑣𝑣𝐶𝐶＝𝑣𝑣𝑖𝑖 − 2〔V〕 

199 問題 19 5  
π

4ω
  

3π
4ω
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4ω
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（オーム社 181017） 


